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●第32回学生論文賞論文募集

OR学会の発展は，将来の優秀なOR研究者および
OR実務担当者の養成いかんにかかっています．その
一助として，ORに対する学生の関心を高め，かつ大
学におけるOR関係学科間での情報交流にも役立てる
ため，学生会員の卒業論文，修士論文の中から，毎年
優秀なものを選び，「日本OR学会学生論文賞」とし
て昭和58年度より表彰しております．
対象は，学部の卒業論文，または大学院の修士論文
とします．毎年5編程度を表彰する予定です．指導教
員，学生がともに本学会員であることが必要です．
卒業論文・修士論文の指導にあたっておられる教員
の方々には，積極的にご推薦くださいますよう，お願
いいたします．

（表彰委員会）
応募方法：
（1） 学会員である指導教員の推薦状1部を，指導教員

から送付してください．
＊推 薦 状 は， 学 会 WEB　http://www.orsj.or.jp/

whatisor/award7.htmlよりダウンロードしてく
ださい．

（2） 卒業論文あるいは修士論文の論文，および論文要
約のファイルを，学生から提出してください．
＊PDFファイルの名称は，それぞれ次のように執
筆者の名前入り，英文字としてください．
・論文…Thesis_Yamada_Taro.pdf
・論 文 要 約（A4判2枚）…Abstract_Yamada_

Taro.pdf
応募学生の資格：2014年3月に学部を卒業，あるい
は修士課程を修了する会員で，引き続き学生会員あ
るいは正会員である者．
応募締切：2014年3月31日
送付先：学会事務局　E-mail: jimukyoku@orsj.or.jp
（表彰委員会宛）
表　彰：受賞者には，OR学会研究発表会その他適当
な機会に表彰し，受賞論文の要約をOR誌に掲載し
ます．

● 2014年春季シンポジウム（第71回）

日　程：2014年3月5日（水）13 : 30～17 : 15
場　所：大阪大学豊中キャンパス大阪大学会館講堂

（〒560–0043 大阪府豊中市待兼山町1）
テーマ：「ICTとOR―拡がる学際領域―」
実行委員長：滝根哲哉（大阪大学）
プログラム：
13 : 30～13 : 35　開会挨拶
13 : 35～14 : 25　「これからのマルコフ決定過程」
恐神貴行氏（日本アイ・ビー・エム（株）東京基礎研
究所）

ORから生まれたマルコフ決定過程（MDP）は人
工知能の分野でも急速な発展が進んでいる．本講演
では，部分観測MDPや逆強化学習などの周辺技術
を含めて，今後のMDPの研究の方向や ICTへの応
用について議論する．

14 : 25～15 : 15　「対象構造とモデリング基準を捉え
た高効率高精度データマイニング」
鷲尾　隆氏（大阪大学産業科学研究所）
グラフマイニングや最近の構造正則化モデリング

の例を通じて，対象構造とモデリング基準の数学的
性質を踏まえることで，計算複雑性が高くても大規
模問題を扱い可能な高効率高精度データ解析手法を
実現可能であることを論じる．

15 : 15～15 : 30　休憩
15 : 30～16 : 20　「学際的ネットワーク科学による新
分野開拓」
斎藤　洋氏（日本電信電話（株）ネットワーク基盤技
術研究所）
ネットワーク産業を取り巻く環境が変化し，ネッ

トワーク系の研究に成熟感，閉塞感が生じている．
中長期的に，全く新しい研究分野を開拓するために，
学際的ネットワーク科学アプローチによりネット
ワークとは何かを問う試みを始めた．こうした背景
と，これまでとは異なる視点で行っている研究事例
について紹介する．

16 : 20～17 : 10　「劣通信環境下における情報流通技
術とそれを支える数理」
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巳波弘佳氏（関西学院大学理工学部）
大規模災害時における情報流通や，大量のセンサ
による自然環境情報収集など，近年特に必要性が高
まっている劣通信環境下における情報通信技術と，
それを支えるさまざまな数理的アプローチについて
紹介する．

17 : 10～17 : 15　閉会挨拶
参加費：
正・賛助会員：事前振込3,000円，当日4,000円
学生会員：事前振込1,000円，当日2,000円
非会員：事前振込4,000円，当日5,000円
非会員の学生：事前振込みはなし．当日受付2,000円
＊非会員の学生の方は，当日受付にて学生証提示が
必要となります．

事前振込締切：2014年2月22日（土）
OR誌1月号綴込みの振込用紙をご利用ください．

正会員特典利用：2014年度年会費納入済みの個人正
会員は，2014年度春・秋シンポジウムのうち1回無
料で参加できます．研究発表会にもご参加の場合は，
上記の参加費振込用紙に〇をつけてください．シン
ポジウムのみの参加の場合は，OR学会事務局まで，
メールでお申込みください．申込みは2/22（土）締
切です．
協賛学会：
・公益社団法人　日本経営工学会（JIMA）
・社団法人　日本品質管理学会（JSQC）
・日本信頼性学会（REAJ）
・研究･技術計画学会（JSSPRM）
・一般社団法人　日本設備管理学会（SOPE-J）
・一般社団法人　経営情報学会（JASMIN）
・一般社団法人　プロジェクトマネジメント学会（PM）
問合せ先：春季研究発表会実行委員会

E-mail: nc2014s@orsj.or.jp
参加費関連問合せ先：OR学会事務局

E-mail: jimukyoku@orsj.or.jp
シンポジウムHP：http://www.orsj.or.jp/ ~nc2014s/ 

?page_id=116

● 2014年春季研究発表会

日　程：2014年3月6日（木），7日（金）
場　所：大阪大学豊中キャンパス

全学教育推進機構A棟・B棟
（〒560–0043 大阪府豊中市待兼山町1）

テーマ：「新時代のビジネスとOR」

実行委員長：森田　浩（大阪大学）
特別講演：（大阪大学会館講堂）
大竹文雄氏（大阪大学　理事・副学長）
松井知己氏（東京工業大学大学院社会理工学研究科
教授）

オーガナイズドセッション
「Big Dataでイノベーションを起こす」
・オーガナイザ：河本　薫氏（大阪ガス（株）ビジネス
アナリシスセンター所長）

・講演者：
新村　猛氏（がんこフードサービス（株）専務取締役）
広瀬穣治氏（（株）伊藤久右衛門事業統括本部本部長）
奥野恭史氏（京都大学大学院薬学研究科教授）

チュートリアル講演
・Jamal Ouenniche（Univesiry of Edinburgh）
「Performance Evaluation of Forecasting Model 
―At Last, Problem Solved!」

・藤江哲也氏（兵庫県立大学）
「はじめよう整数計画法」
参加費：
正・賛助会員：事前振込6,000円，当日7,000円
学生会員：事前振込1,000円，当日2,000円
非会員：事前振込8,000円，当日10,000円
非会員の学生：事前振込みはなし．当日受付2,000円
＊非会員の学生の方は，当日受付にて学生証提示が
必要となります．

登壇料：  非会員（学生を含む）の方が発表する場合，
参加費と別途2,000円を当日受付にてお支払
ください．

懇親会：2014年3月6日（木）
会場：ホテル阪急エキスポパーク
参加費：事前振込5,000円，当日6,000円

事前振込締切：2014年2月22日（土）
OR誌1月号綴込みの振込用紙をご利用ください．
賛助会員の方へ：

1口につき1名様が研究発表会に無料でご参加で
きます．賛助会員受付にて名刺をご提示ください．
（事前の参加連絡は不要です．）ご参加者様について
は，社内で調整をお願いいたします．ご欠席の場合
は研究発表会アブストラクト集をお送りしておりま
す．

協賛学会：
・公益社団法人　日本経営工学会（JIMA）
・社団法人　日本品質管理学会（JSQC）
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・日本信頼性学会（REAJ）
・研究･技術計画学会（JSSPRM）
・一般社団法人　日本設備管理学会（SOPE-J）
・一般社団法人　経営情報学会（JASMIN）
・一般社団法人　プロジェクトマネジメント学会（PM）
問合せ先：春季研究発表会実行委員会

E-mail: nc2014s@orsj.or.jp
参加費関連問合せ先：OR学会事務局

E-mail: jimukyoku@orsj.or.jp
研究発表会HP：http://www.orsj.or.jp/2014spring/

● 2014年春季企業事例交流会（第33回）

日　程：2014年3月6日（木）午後
場　所：大阪大学豊中キャンパス

全学教育推進機構A棟・B棟
（〒560–0043 大阪府豊中市待兼山町1）

趣　旨：OR学会企業事例交流会とは，企業において
活躍されている方にOR実施例（問題の発生からさ
まざまな苦労を経て解決に至る苦労話など）を新規
研究の発表という形式ではなく，ORの適用事例と
いう形式で発表していただき，学識者の方，他企業
の方と意見交換をしていただく場です．
講演者：
・羽森　寛氏（オー・エイチ・ティー（株））
「基盤の電気検査における最適化適用事例」
・富山伸司氏（JFEスチール（株）スチール研究所
計測制御研究部）
「製鉄所における出荷作業スケジューリング技術
の開発」
・牛尾　剛氏（関西電力（株）電力流通事業本部系統
制御グループ）
「水力発電の高効率運用に向けた発電機運用計画
の最適化」
・多田明功氏（（株）NTTデータ数理システム）
「コールセンターにおけるシフトスケジューリン
グ」

参加方法：研究発表会のセッションとして行いますの
で，研究発表会参加の手続きをしてください．
問合せ先：企業事例交流会担当　斉藤　努（（株）構造
計画研究所）
E-mail: tsutomu@kke.co.jp
研究発表会HP：http://www.orsj.or.jp/2014spring/

●研究部会・グループ開催案内

〔待ち行列〕
・第245回
日　時：2014年2月15日（土）14 : 00～17 : 00
場　所： 東京工業大学大岡山キャンパス西8号館

（W）809号室
テーマと講師：＊は講演者
（1） 「複数クラスM/G/1＋G待ち行列の仮待ち時間分

布」
＊井上文彰，滝根哲哉（大阪大学）

（2） 「クラウド・コンピューティングにおけるチェッ
クポイント法の処理時間削減効果」

＊平井嗣人，増山博之（京都大学），笠原正治（奈
良先端科学技術大学院大学），高橋　豊（京都大
学）

（3） 「確率幾何モデルを用いたヘテロジニアスネット
ワークの上りリンク解析」

＊小林拓矢，三好直人（東京工業大学）
問合せ先：東京理科大学　小林正弘

E-mail: m_kobayashi@is.noda.tus.ac.jp
部会URL：http://www.orsj.or.jp/queue/

〔数理的手法の展開と応用〕
・第10回
日　時：  2014 年 2 月 16 日（日）14 : 00～17 : 40／ 

2月17日（月）9 : 30～11 : 30
場　所：芦原温泉まつや千千ゆうゆう館
テーマと講師：
2月16日（日）
（1） 「進化する血液浄化療法の世界」

佐藤宜伯（小松短期大学地域創造学科）
（2） 「双行列ゲームの均衡戦略について」

前田　隆（金沢大学人間社会研究域）
（3） サプライチェーンにおける突発的停止の解析」

小島貢利（名古屋工業大学）
2月17日（月）
（1） 「数理モデルによる学習者の理解度評価」

中村正治（金城学院大学），趙　旭峰，中川覃夫
（愛知工業大学）

（2） 「Optimal Maintenance Problem with Finite 
Limit Time」
田畑吉雄（大阪大学名誉教授）

参加費：15,000円
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研究集会のみにご出席される場合（宿泊なし）は，
無料です．
問合せ先：福井工業大学　杉原一臣

Tel: 0776–29–2565, FAX: 0776–29–7891
E-mail: sugihara@fukui-ut.ac.jp
部会URL：http://www10.atwiki.jp/mathmethod/

〔サービス・イノベーションへの数理的アプローチ〕
・第4回
日　時：2014年2月24日（月）13 : 30～16 : 30
場　所：大阪ガス（株）本社大阪ガスビル2F会議室
大阪市中央区平野町4丁目1–2
地下鉄御堂筋線「淀屋橋駅」13番出口から南へ徒
歩5分
※地下鉄を出てすぐにある6車線の大通り沿いを車
と同じ方向に進み，りそな銀行が1階にあるビル

テーマと講師：
（1） 「自社LNG船の運航最適化による燃料費低減の

取り組み」
小林宏樹（大阪ガス情報通信部）

（2） 「電話オペレータの最適配置問題に対するスコア
リングモデルの応用」
池田拓史（（株）ブレインチャイルド・データサイ
エンス本部）

（3） 「RFIDタグを用いた顧客動線情報に基づく小売
店舗内行動に関する研究」
高橋雅和（山口大学大学院技術経営研究科）

問合せ先：筑波大学システム情報系　高木英明
Tel: 029 （853） 5414
E-mail: takagi@sk.tsukuba.ac.jp
＊参加費無料・事前申込は不要です．

会場問合せ先：大阪ガス情報通信部　小林宏樹
Tel: 06 （6205） 4895
E-mail: hiro-kobayashi@osakagas.co.jp

●新宿OR研究会案内

〔第335回　新宿OR研究会〕
日　時：2014年2月18日（火）12 : 00～14 : 00
場　所：東天紅会議室（新宿センタービル53F）
講　師：大木真吾氏（（株）博報堂プロダクツ　ダイレ
クトマーケティング事業本部）

テーマ：「マーケティングにおけるビックデータ活用
とは？」

参加費：3,000円（事前にメールにてお申し込みくだ
さい．）

問合せ先：日本OR学会事務局
E-mail: jimukyoku@orsj.or.jp
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2014年度第1回ORセミナー　『DEAチュートリアル』
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

開催趣旨：  DEAの代表的な分析手法について基礎から学びたい，分析用途に合わせたモデルや応用例が知りた
い受講者，特に学生・初学者を対象とする．

日　時：2014年4月19日（土）13 : 00～17 : 00
会　場：  （株）構造計画研究所　本所新館（地下1階レクチャールーム）

〒164–0011 中野区中央4–5–3　Tel. 03 （5342） 1065
東京メトロ丸の内線「新中野」駅1, 2番出口　徒歩約1分
http://www.kke.co.jp/corporate/map/tokyo2.html

コーディネーター：（株）構造計画研究所　斉藤　努
司　会：順天堂大学　広津信義
協賛学会（交渉予定）：情報処理学会，経営情報学会，電子情報通信学会，日本経営工学会
定　員：60名　定員になり次第締め切らせていただきます．

プログラム：（敬称略）
13 : 00～13 : 05　開会挨拶
13 : 05～14 : 20　講演1「DEA入門」
講師：OR学会フェロー　上田　徹
概要：  CCRやBCCなど基本的なモデルを紹介する．なお，セミナー受講者はノートPCを持参し，PCの基

本操作とExcelの使用経験があることを前提としている．
14 : 25～14 : 30　休憩
14 : 30～15 : 15　講演2「DEAの医療分野での応用例」
講師：東京大学　桒原雄樹
概要：  DEAを用いた効率性分析は，様々な分野・業種に応用されている．ここでは，医療分野に焦点をあ

て，この分野においてDEAが盛んに活用されている状況を紹介する．また，具体的な適用事例とし
て，訪問看護事業所を対象とする効率性分析について説明を行う．

15 : 15～15 : 20　休憩
15 : 20～16 : 05　講演3「DEAモデルからの発展―ブラックBOXからネットワークモデリングへ―」
講師：電力中央研究所　筒井美樹
概要：  基本となるDEAモデルでは，効率性計測の対象（DMU）の内部構造は明確にされておらず，「ブ

ラックボックスモデル」と呼ばれている．これに対し，実社会においては，DMU内部に複数の機能
（部門）が存在し，それぞれ異なる生産活動を行っていることが多い．これらをモデルに組み込んだ
「ネットワークモデル」について紹介を行う．

16 : 05～16 : 10　休憩
16 : 10～16 : 55　講演4「DEAモデルからの発展―不確実さの導入―」
講師：大阪大学　森田　浩
概要：  データによる解析では，データのもつ不確実さをどう扱うのかというのが常に問題となる．DEAに

おける不確実さについて考え，確率的計画法によるモデル化について紹介する．

参加費（テキスト代込み）：  正・賛助会員 （協賛学会員を含む） 5,000円， 学生 （会員／非会員） 0円， 非会員10,000円
たくさんの方に参加していただけるように参加費を下げております．是非，ご参加ください．

申込方法：日本OR学会事務局　E-mail: jimukyoku@orsj.or.jp
お名前，ご所属先，正会員／学生会員／賛助会員／協賛学会員／非会員，お支払予定日を記入して
メールにてお申込みください．会社宛請求書がご必要の場合，その旨お書きください．

注意事項：  事前に当日の電子ファイル資料の一部を配布します．送付容量は約2 MBありますので，受信可能な
メールアドレスをお知らせくださるとともに当日はそれをインストールしたパソコンをお持ちくださ
い．不可能な方はその旨お知らせください．

申込締切：2014年4月11日（金）
お振込先：みずほ銀行：根津支店（店番号235）普通1530801

口座名：公益社団法人　日本オペレーションズ・リサーチ学会

＊詳しくは，OR学会WEB　http://www.orsj.or.jp/activity/seminar.htmlをご参照ください．
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
その他：  春季OR学会では，Jamal Ouenniche氏（University of Edinburgh）によるチュートリアル講演で

DEAの先進的な活用が紹介されます．ORセミナーと春季OR学会のチュートリアルともにご参加して
頂ければ，DEAの基礎から先進的な応用までを知ることができます．
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2014年度年会費納入のお願い

2014年度年会費の請求書を11月に発送いたしま
した．納入期限は2013年12月末までとなっており
ますので，お早めにご入金くださいますようお願
いいたします．
大学または，会社宛の請求書が必要な場合は，以

下をメールにて事務局にお知らせください（会員
氏名，請求金額，請求書宛名（個人名／法人名／
法人名＋個人名）請求書の日付指定の有無，様式
の指定…請求書／見積書／納品書，指定用紙など）．
なお，2013年度・2014年度は，「学生会員年会
費無料化キャンペーン」中につき，学生会員の方
には，請求をいたしません．
＊  預金口座自動振替の方（正会員のみ）は2014年

1月20日に引き落とし済みです（新規の受付は
しておりません．）

＊OR学会の事業年度は3月～翌年2月までです．

学生会員年会費無料化キャンペーン

①　2013年度・2014年度の学生会員年会費5,000
円は無料といたします．新入会の方は，WEBより
入会申し込みの手続きをし，入会金600円のみを振
り込んでください．
②　2013年度年会費をすでに払込の学生会員の方
には，ご指定の口座に返金いたします．
③　①②とも正会員である指導教員様より ｢学生
会員年会費無料化キャンペーンに応募｣ する旨の
メールを，「教員様のお名前，ご所属，学生の方の
お名前，ご所属先，メールアドレス」を明記して，
学会事務局までお送りください．
④　当該学生が卒業，就職などにて2013年度末
（2014年2月末日）退会の場合は，お手数ですが，
指導教員様より事務局にご連絡ください．

シニア会員について

正会員のうち，20年以上正会員を継続し， 会費を
完納している60歳以上であり， 定常収入を有しない
方は，理事会の承認によりシニア会員になることが
できます．申請／承認後，翌年度よりシニア会員と
なります．シニア会員の会費は7,200円です．
学会事務局までお問合せください．

年会費専用振込み口座

年会費（不課税）：  正会員14,400円， 
学生会員5,000円， 
シニア会員7,200円

口座名：公益社団法人日本オペレーションズ・リ
サーチ学会

 ゆうちょ銀行：東京00190-6-79492
 みずほ銀行：根津支店（店番号235）普通1124744
＊手数料は払込人負担でお願いいたします．
＊会員番号とお名前は必ずお書きください．

メーリングリスト登録のご案内

OR学会ではメーリングリストを開設し，本学会
ならびに各研究部会の主催する研究発表会・セミ
ナーなどの催しに関する広報機能としてご利用い
ただいています．
新規にOR学会のご入会の方，未登録の方は，ご

登録くださいますようご案内申し上げます．
アドレス変更の場合，各自で旧アドレスは脱退，

新メールアドレスで参加登録の手続きをしてくだ
さい．
詳しくは，学会WEBのメーリングリスト利用の

手引きをご覧ください．
http://www.orsj.or.jp/members/mlhowto.html

OR学会事務局

E-mail: jimukyoku@orsj.or.jp
〒101–0032 東京都千代田区岩本町1–13–5
サン・チカビル7F
TEL: 03–3851–6100, FAX: 03–3851–6055
＊各種お届けは，メールにてご連絡ください．
（住所／所属先／メールアドレス／ OR誌送付先／
学生会員→正会員への変更／退会届）
会員氏名と新旧の変更内容をお書きください．


